
日頃から悩んでいること、不安に感じていることがありましたらご連絡ください。 

また、地域のお困りごとの相談や、相談内容によっては 

適切な相談機関をご紹介することもできます。 

 自治会やあさひやまライフネット、民生委員児童委員協議会などの団体、行政、地域包括支援センターと

ともに “こんなことで困っています”“こんな地域になったらいいな”という声を集めて、いつまでも安心

して暮らすことのできる美杉台地区を目指していきます。今後、取り組む目標や具体的な取組については令

和６年４月からスタートする『第４次はんのうふくしの森プラン』へ掲載する予定です。 

６月１１日（日）「美杉台地区ふくし懇談会」で、ぜひあなたの声を聴かせてください。 

① 美杉台地区のことを知ろう！ 

①美杉台地区で活動する団体を知ろう。 

困ったときはどんな支援を利用すれば良い？ 

②子ども達も一緒にふくしについて考えていこう！ 

 子どもは大人が知らないことを知っていたりする。

福祉教育を通じて子どもから親へふくしを伝えて 

もらうのも良い。 

③交流の場があれば良い！ 

 コロナ禍で美杉台フェスタも開催できなくなり、 

交流の場がなくなってしまった。 

多世代が交流できる場があれば良いのでは。 

 公園で一緒にラジオ体操をするなど。 

④地域で何かやりたいと思っている人がいるので

は！ 

 高校生や大学生も一緒にボランティア活動に取り 

組んでいけたら良いのでは。 

 

 

4 月 21 日(金)に「第 3 回ふくしを話し合う会」 

が開催されました。回を重ねるごとに美杉台地区

の瓦版情報などもいただき、和やかな雰囲気の中

で交流が深まっています。 

 

【ふくしを話し合う会で出たご意見】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

社会福祉法人飯能市社会福祉協議会 

（美杉台地区行政センター内） 

原則 火～金曜日（祝祭日を除く） 9：15～16：15 在室 

Ｅメ―ル station-misugidai@hannosyakyo.or.jp 
※担当者が不在の場合、電話は飯能市社会福祉協議会事務局（総合福祉センター内）へ転送されます。 

 

美杉台地区のふくしを話し合う会開催中！ 

 

ふくしの森ステーションは“地域の何でも相談窓口”です。 
・社会福祉協議会職員のコミュニティソーシャルワーカーが活動する地域の拠点です。 

・地域福祉活動を支援します。また、ボランティア活動に関する相談にもお応えします。 

 “ふくしの森ステーションみすぎだいだより”は各自治会のご協力で回覧しています。 

 

飯能市社会福祉協議会の 

ホームページが新しくなりました！ 

mailto:station-misugidai@hannosyakyo.or.jp


地域ふくし発 見
飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みを

ふくしの森ステーションのCSW（コミュニティソーシャル

ワーカー）が取材・発信していきます。

！
「あおぞら昼市南川」

問合わせ：「あおぞら昼市南川」090-7401-5619
代 表： 浅見 晴美氏（左）

【活 動 日】 毎月最終火曜日
【活動場所】 飯能市南川695-2

今回ご紹介するのは、令和4年10月にオープンした

「あおぞら昼市南川」です。南川の有志が地域の皆さんの

助けになればと、お惣菜等を販売しています。

取材レポート：CSW松本

吾野で十数年サロン活動してきた仲間が、
地元の採れたて野菜を活用して何かできない
かと始めた取り組みが「あおぞら昼市南川」
です。気心の知れた仲間同士で始めた活動で
地域の方が買いに来て喜ぶ姿や、配達に行く
のを笑顔で待っていてくれて、お茶を飲みな
がらお喋りをすることにやりがいを感じてい
るそうです。

販売の前日には料理の仕込みをしながら
味付けの相談をしたり、お喋りをしながら
和気あいあいと料理をしているとのことです。

先月はコロッケを240 個も作ったそうです。
買い物に来れない方へは配達もしています。
取材にうかがった日は、赤飯・みそポテト
手作りこんにゃくの煮物・のらぼうの胡麻み
そ合え・おからを販売していて、早速お昼に
御馳走になりました。とても美味しかったで
す。４月は筍ご飯・わらびの煮物なども販売
する予定です。

吾野の地産地消の野菜を活用しよう！

佐々木さんからのお手紙！

一生懸命料理をしています！


